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指定管理者の行った公の施設の管理に係る評価について（答申）  

 

令和６年６月３日付け６千教総第１６２号による諮問のうち、標記の件について、

下記のとおり答申します。  

 

記 

 

１ 前提事項  

 ２の本委員会の評価のうち、指定管理者の財務に関する事項は、市に提出された財務

諸表等、及び当該財務諸表等をもとに市が作成した「財務書類分析フォーマット」の資

料に基づくものであり、かつ、当該財務諸表等が、一般に公正妥当と認められる会計基

準に従って、適正に作成されていることを前提としているものであること。  

 

２ 本委員会の評価  

（１）千葉市生涯学習センターにおける指定管理者の行った施設の管理に係る年度評価  

市による評価はおおむね妥当であると認める。  

  また、指定管理者の財務状況については、安全性・継続性ともに概ね良好であり、

特段の問題は見られないことから、倒産・撤退のリスクはないと判断される。 

その他、次の事項を本委員会の意見とする。  

ア 職員対応についての利用者からの評価は良好であり、研修の成果などが出ている

ものと評価する。引き続き職員の資質向上の取組みを進めていただきたい。  

イ 施設の利便性向上の取組みにより、昨年度より諸室全体の稼働率が向上している

ことは評価できる。一方で、一部の諸室は依然として稼働率が低く、引き続き市民

や地域の団体への周知を積極的に行い新たなニーズの掘り起こしを図るなど、施設

のさらなる有効活用に努めていただきたい。 

ウ ボランティアコーディネート件数が目標を大きく上回っており成果が見られる。

担い手の世代交代も進んでおり評価できる。 

 

（２）千葉市公民館における指定管理者の行った施設の管理に係る年度評価  

市による評価はおおむね妥当であると認める。  

  また、指定管理者の財務状況については、安全性・継続性ともに概ね良好であり、

特段の問題は見られないことから、倒産・撤退のリスクはないと判断される。  

その他、次の事項を本委員会の意見とする。  

ア オンライン講座が目標数を超えて実施されたことは大変評価できる。今後も市民



のニーズを的確に捉え、オンライン講座のさらなる充実に努めていただきたい。  

イ 多くの公民館で老朽化が進んでいるため、日々のメンテナンスを適切に行ってい

ただきたい。  

ウ 公民館に配置されているＡＥＤや消火設備について、引き続き職員に対し研修等

を行うとともに、実地訓練及び日々の設備点検を行い、有事に備えていただきたい。 

 

（３）千葉市科学館における指定管理者の行った施設の管理に係る年度評価  

市による評価はおおむね妥当であると認める。  

  また、指定管理者の財務状況については、倒産、撤退等のリスクはなく、安定して

事業を実施できるものと考えられる。  

その他、次の事項を本委員会の意見とする。  

  ア 展示リニューアルが入場者数の増加につながっており評価できる。今後も体験型

展示の実施を継続するとともに、多くの学芸員が在籍することのメリットを生か

し、専門性の高い講座を含め科学館ならではの講座の実施に努めていただきたい。 

  イ 引き続き、市内小学校団体利用の割合の目標達成に向け各学校への働きかけを行

っていただきたい。併せて、中学校との連携を進めるなど、普段来館の少ない中

学生の年代に向けた取組みも強化していただきたい。  

 

以 上  


